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第87回関西学生サッカーリーグ
2009年11月3日(火・祝) 後期7節

写真：大教大

痛み分けなどで順位変動がほとんどないものの、勝ち点差が詰まった第６節から中２日、リーグは折り返しの第7節を迎える。
第８節までも中３日と終盤前の過密スケジュール・・・。厳しい局面が続く各チームの今節の戦いぶりは！？

■１１月３日（火・祝）＠大阪長居第２陸上競技場≪第１試合≫１１：３０ Kick off 関西大－大産大
前節、大教大相手に黒星を喫した関西大。清水孝太主将は「連戦で下を向いている時間もないので、しっかり切り替えて、やるべき

ことを整理して自分たちのサッカーをできるようにしたい」と一言。ここで連敗するわけにはいかない。「大教大を参考にしたい」と
は大産大・櫛引実監督。前節では上位の同大と引き分けた。今節、関西大から金星を挙げた大教大に続きたいところだ。
≪第２試合≫１４：００ Kick off 桃山大－阪南大
大院大相手に惜敗した桃山大。「上位が続くし（今日の負けで）次はもう負けられなくなった」と、松本直也監督。「力のあるチー

ム」（松本監督）と阪南大を警戒。中東優治は、「前期の阪南大戦は（自分の出来が）良かったし、点も決めているので、出場できれ
ば自分のできる仕事をチームのために頑張りたい」と意欲的だ。一方、対する阪南大・須佐徹太郎監督は「棚橋と木原の出場が微妙な
状況で、出場停止も重なり、メンバーを大幅に変更しないといけない」と厳しい表情。明暗は如何に？
■１１月３日（火・祝）＠山城総合運動公園太陽が丘球技場Ｂ≪第１試合≫１１：３０ Kick off 立命大－びわこ大
中２日で迫る試合に向け、「前節引き分けたことで選手は悔しいと思う。でも逆に、負けなかったことを次に生かしたい」と立命大・

米田隆監督はびわこ大戦に向け、プラス思考を強調。対するは上位陣との対戦が続くびわこ大。「守備の意識を大事にしたい」と望月
聡監督。第６節は引き分けているものの、好調・立命大の攻撃を抑えることができるかが鍵を握る。
≪第２試合≫１４：００ Kick off 同大－関学大
無得点に終わった第６節だが、「前節よりはよかった。あとはきっかけが欲しい」と、同大・望月慎之監督。首位・関学大との勝ち

点差は３。上位に食らいつきたいところだ。一方の関学大。後期は上位陣と初対戦となる。「（第６節の）反省を生かしたい」と志田
野雄一朗は同大戦を前に気持ちを新たに・・・。同大には関西選手権で敗れているだけに、リベンジを果たしたいところ。
■１１月３日（火・祝）＠三木総合防災公園陸上競技場≪第１試合≫１１：３０ Kick off 大教大－大体大
前節、全員サッカーで関西大を令封し勝利をもぎ取った大教大。入口豊監督は「ウチは全部チャレンジャーですから」と一言。この

気持ちが大教大の強みだ。対する大体大・北村公紀ヘッドコーチは、残留への重要な一戦に「選手のモチベーションは高い。自分たち
のやるべきことをやって勝ち点３を掴む」と意気込みを見せる。両者にとって大事な戦いの勝敗の行方は？
≪第２試合≫１４：００ Kick off 大院大－京産大
連勝を続ける好調・大院大。「中２日で来て、次もまた中２日でキツいけど、４連勝で勢いに乗ってるので、こういう過密日程の方

がいいかもしれない」と、加藤健太主将。「（京産大も）必死に来ると思うので、受けて立たずに、自分たちのサッカーができたらい
いと思う」（加藤）と謙虚な姿勢も忘れない。対する京産大。２節以降勝ち点を挙げられず現在12位。京産大・本並健治ヘッドコーチ
は「これからは、負けたチームから脱落していく。本当の勝負どころになる」と熾烈な残留争いに気持ちを引き締める。
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第６節 関西大-大教大 より



関学大 びわこ大
1 - 1

■10月31日（土）11：30 kick off

＠三木総合防災公園陸上競技場

◆得点（アシスト）◆

関学大 44分 12 村上 達哉(13 桑原 理介)

びわこ大 65分 20 澤西 宏典(13 平野 甲斐)

首位キープを狙う関学大と、残留争いから抜け出したいびわこ大が対戦。同じ引き

分けでも両チームにとって対照的な結果となった。

決め手を欠きながらも、先制したのは関学大。前半44分、ＭＦ⑲阿部浩之のスルー

パスにＦＷ⑬桑原理介が反応。桑原が放ったシュートは相手ＧＫにはじかれるも、Ｍ

Ｆ⑫村上達哉が押し込み、ゴールを奪った。前半に打ったシュートは３本。しかし粘

りを見せて先制した。後半もＭＦ⑱梶川諒太、阿部を中心に攻めるが、追加点を奪え

ない。そして迎えた65分。ゲームキャプテンＤＦ志田野雄一朗が「悔しい、もったい

ない」と振り返った場面。それまで粘り強く守っていた守備陣が一瞬の隙を突かれ、

途中出場のびわこ大・ＦＷ⑳澤西宏典に同点弾を許した。後半は前半の４倍近いシュー

トを放ち、勝ち越し点を狙ったが、ゴールは割れず。「ゴール前のアイデアが無かっ

た」と志田野。辛くも首位を守ったが、悔いの残る引き分けとなった。

白星は挙げられなかったが、びわこ大にとってはポジティブな引き分けだったよう

だ。望月聡監督は、チーム力は関学大が上とし、「上位相手に負けなかった。よく踏

ん張った」と選手を評価。途中出場の澤西がゴールを奪い、勝ち点１をもぎ取った。

残留へまだ予断を許さないが、自信につながる一戦となった。

（文：ＵＮＮ関西学生報道連盟 阪西 直登）

第87回関西学生サッカーリーグ
2009年10月31日(土) 後期 第6節

後期開幕から不振の両チームも、ここ２試合はともに連勝と右肩上がり。特に大院大は延期

されていた同大戦（28日）に勝利し３連勝だが、７日間で３試合というハードな日程に選手の

疲労が不安視される。

試合は静かな立ち上がり。17分、大院大ＦＷ⑨岡村和哉がＧＫのクリアにチャージしたボー

ルがポストを叩き、桃山大は冷や汗。これを契機にリズムをつかんだ大院大が左ＳＢ⑤尾泉大

樹のＦＫやクロスで攻めたが、シュートで終われないまま後半へ。

桃山大は２トップ⑪齋藤達也、52姫田竜太のコンビプレーや、ＭＦ⑭宮澤龍二のボ

レーで大院大ゴールを襲うが決め切れない。そして大院大が79分の１チャンスを活か

す。ＤＦ背後のボールにＧＫが飛び出しクリアミス、こぼれを拾った岡村が抜け目な

く決め先制する。その後、同点を狙い攻勢を強める桃山大は、交代出場のＭＦ23山瀬

彰也やＦＷ36中東優治にビッグチャンスが訪れるが、大院大は疲労の色濃い中、両Ｃ

Ｂ交代のアクシデントにも耐え続けた。「ゲンを担いだ（笑）」という藤原義三監督

は『勝っているチームはいじらない』原則通り同大戦と同じ11人で臨み４連勝。上位

が軒並み苦戦した今節、差を詰めたい桃山大には痛恨の敗戦となった。

（文：サッカーライター 貞永 晃二）

関学大、立命大と同勝ち点32で首位グループを形成する関西大。後期は４勝１分、得

点11・失点１という好調ぶり。対照的に大体大、京産大と同勝ち点12で残留争いの渦

中にいる大教大は後期１分４敗と苦しく、教育実習中で練習のできない選手もいるな

ど明るい要素に乏しい。

立ち上がりからボールキープに優る関西大が攻勢に出るが、ボール際で持ち前の身

体を張ったディフェンスを見せる大教大に手を焼き、チャンスをつかめず試合は膠着

する。そして42分、関西大のＧＫとＤＦ間のまずい連係をＭＦ⑯田中俊一が突き、こ

ぼれ球をＦＷ⑨森原慎之佑がガラ空きのゴールに流し込み先制する。

後半、まずは同点と左ＳＨに25岡崎建哉を投入しサイド攻撃を強化した関西大は、

その岡崎がチャンスを作り、ＭＦ⑧藤澤典隆のドリブルからＦＷ⑰金園英学がシュー

トするが人数をかけた大教大ＤＦが立ちはだかる。68分、大教大も鋭いカウンターを

仕掛けるが関西大はＤＦ②田中雄大が戻って事なきを得る。その後大教大は足をつる

選手が続出、しかしそれも「計算通り」（入口豊監督）と選手交代で対応し、最後ま

で守備の集中を切らさずにエース金園がチャンスに決められなかった関西大を零封し

た。 （文：サッカーライター 貞永 晃二）

関西大学 ｖｓ 大阪教育大学

桃山大 大院大
0 - 1

■10月31日（土） 14：00 kick off

＠大阪長居第2陸上球技場

◆得点（アシスト）◆

大院大 79分 9 岡村 和哉

関西大 大教大
0 - 1

■10月31日（土）11：30 kick off

＠大阪長居第2陸上競技場

◆得点（アシスト）◆

大教大 42分 9 森原 慎之佑

桃山学院大学 ｖｓ 大阪学院大学

関西学院大学 ｖｓ びわこ成蹊スポーツ大学



立命大 大体大
1 - 1

■10月31日（土） 14：00 kick off

＠鶴見緑地球技場

◆得点（アシスト）◆

立命大 23分 38 坂本 一輝(5 前野 貴徳)

大体大 61分 17 梶本 秀樹

首位と勝ち点32で並ぶ立命大と、最下位と勝ち点12で並ぶ大体大。立場は違えど、

絶対に勝ち点３を掴みたいところ。

この試合、まずリードしたのは立命大。23分にＤＦ⑤前野貴徳の左からのクロスを、

ＦＷ38坂本一輝が頭で合わせ、そのボールがフワリとした弾道でゴール右隅に吸い込

まれた。更に立命大が攻め立て、坂本がシュート３本を放つが、大体大もＧＫ41森廣

泰彦の好セーブなどで阻み、追加点を挙げることができない。サッカーでは、往々に

してチャンスを逃し続けるとピンチに陥るもの。61分、立命大のＧＫとＤＦがゴール

前でのハイボールの処理に戸惑ってしまい、お見合いのような形になってしまうと、

１分前に途中出場したばかりの大体大ＦＷ⑰梶本秀樹が一瞬の隙を見逃さずにヘディ

ングで同点ゴール。更にＭＦ29田上勇輝が惜しいシーンを作るが、ここは立命大が防

ぎきり、引き分けで試合終了となった。

立命大・坂本は「自分がもっと決めていたら勝てたし、勿体無いことをした」と悔

しさを滲ませた。一方、大体大・北村公紀ヘッドコーチは「先制された後、よく辛抱

した。今までなら立て続けに失点していたが、逆に追いつくことができた」と手応え

を口にした。 （文：京産大アスレチック 谷口 達也）

立命館大学 ｖｓ 大阪体育大学

第87回関西学生サッカーリーグ
GAME RESULT 2009年10月31日(土) 後期 第6節

両チーム合わせて８枚のイエローカードが乱れ飛ぶ、非常に荒れた試合となってし

まった。この試合の主導権を掴んだ阪南大は、ＭＦ⑥井手口正昭、ＭＦ⑧長瀬圭佑を

中心に攻め立てる。先制点も井手口が左から上げたクロスのこぼれ球に長瀬が反応し、

ミドルシュートを突き刺して挙げたもの。しかし、阪南大を牽引していた２人が、56

分、76分と立て続けに２枚目のイエローカードで退場してしまう。それまで劣勢を強

いられてきた京産大にとっては、一気に訪れた逆転のチャンス。だが、セカンドボー

ルを拾えず、組み立て時のミスも目立ち、数的優位を生かすことができない。終盤に

なると、引いて２ラインを形成し、９人で身体を張って逃げきりを図った阪南大をつ

いに崩せず、悔しい結果となってしまった。

阪南大・須佐徹太郎監督は勝っても怒りが収まらない様子。一方、敗れた京産大・

本並健治ヘッドコーチは「相手が２人少なくなっても、何の工夫も無くプレーして、

ファイトしなかったことが全て」と厳しい言葉を残した。

（文：京産大アスレチック 谷口 達也）

延期となった第３節の大院大戦に敗れ、優勝争いから一歩後退した同大と、２連敗

中の大産大が対戦。

延期となった試合から中２日で試合に臨んだ同大。エースＭＦ⑦楠神順平、ＦＷ83

石津令門らが積極的にゴールを狙う。だが、「前半はペースがつかめなかった」と望

月慎之監督が嘆いたように、ボールを支配するも、前半に打ったシュートは３本。後

半は９本放つが、得点は奪えず。一方のディフェンスは、ディフェンスの要、ＤＦ⑤

永戸康士、ＤＦ③安川有を出場停止で欠く苦しい状況を強いられた。しかし、先発し

たＤＦ24川野晃生、ＤＦ45小堀誠也のＣＢコンビが安定したプレーを見せ、相手をシャッ

トアウト。勝ち点３は奪えなかったが、選手層の底上げには成功した。

同大の攻撃に耐え抜いた大産大。櫛引実監督は「ゴール前はよく守った」と選手を

たたえた。しかし、「良い奪い方が出来ていない」と攻守の切り替えの面で反省を口

にした。同大ディフェンス陣にエースＭＦ⑩橘章斗も封じられた。攻撃に課題を残し

たが、残留へ向け勝ち点１を積み上げた。

（文：ＵＮＮ関西学生報道連盟 阪西 直登）

阪南大学 ｖｓ 京都産業大学

同志社大学 ｖｓ 大阪産業大学

阪南大 京産大
1 - 0

■10月31日（土） 11：30 kick off

＠鶴見緑地球技場

◆得点（アシスト）◆

阪南大 28分 8 長瀬 圭佑

同 大 大産大
0 - 0

■10月31日（土）14：00 kick off
＠三木総合防災公園陸上競技場

◆得点（アシスト）◆


